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３．事後評価結果 

〇評点：  

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究課題は、固体酸化物形燃料電池（SOFC）の電極におけるマルチスケールにわたる連成現象を解

明し、高性能化のための基盤技術の開発を目指すものであり、H28年度末までのCREST研究期間において、

優れた連成計算手法を創出、そして実証し、この理論計算結果から電極特性を向上させる方法について

の予測を示した。それを踏まえて、本年度1年間の研究期間においては、この予測が合理的であること

を実験的に実証したうえで、本計算手法の技術移転と公開を目指したものである。 

その結果として、理論計算から予測された電極粒子の形状や添加材料の効果が実験によって検証され

たことを評価する。そして、実証を終え著作権を確立した本計算ソフトウエアが技術移転の段階に進め

られており、社会実装段階に至ったことを高く評価するとともに、今後のSOFC開発に広く活用されるこ

とを期待する。 

 これらの成果は、当領域の戦略目標に合致したエネルギー高効率利用に向けた定量的なシミュレーシ

ョンを可能とするものであり、さらにはSOFC以外への適用も可能となる極めて優れた成果であると評価

できる。 

  

A+ 非常に優れている 


